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どんな研究 めざす未来 どこが凄い 

環境音 

知らない音も書き起こす 

膨大なメディアデータを自在に検索

して活用するためには、メタデータ

に頼るだけでなく、音や映像自体か

ら中身の情報を自動的に引き出す技

術が必要不可欠です。この展示では、

音響信号に含まれる音響イベント

（音によって人に認識される事象）

を書き起こす技術を紹介します。 

一部区間のラベルを手がかりとして、

重なり合った音響イベントの全区間

を特定します。さらに、音響信号に

存在しうる音響イベントの数を学習

することにより、ラベルに無い音を、

「知らない音（未知の音響イベン

ト）」として、書き起こすことがで

きます。 

人間の耳のように、どんな音が、ど

こで、どんな風に鳴っているかを聞

き分けて認識することで、クラウド

における大量の音コンテンツの可視

化を目指します。これにより、特定

の音を含む動画検索や危険な音を知

らせてくれる監視・行動支援システ

ムなど、様々な応用が期待されます。
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「どんな」音響イベントが、「いつ」鳴っているか認識したい 

適用例（期待される効果） 
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特定の音を含むコンテンツ検索 

今後 Podcast 

ネットラジオ 

動画サイト 

危険な音を知らせてくれる 
監視・行動支援システム 

音声表現認識（話し方や 
歌い方の分成合成）の前処理 

混合音の 
特徴量 話声 

歌声 
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拍手 
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難しさ 

・ 音響イベントは重ね合わさっている 

・ 音響イベントがどんな音かを、事前に 
   学習しておかなくてはならない 

・ 知らない音は認識できない 

半教師あり学習によって、音響イベントの全区間を特定して認識する 

一部区間のラベル 
音楽 
効果音 
拍手 

話し手1 
話し手2 

いつ? 

どんな特徴の音響イベント？ 

キーポイント： 
音の重なりを考慮し
ながら、存在しうる
音響イベントの数を
学習すること 
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